
タ
テ
ー
ー
タ
十

生
テ
ベ
ヨ
シ
ア
キ

産
部
符
昭

宇
は
子
明
。
除

m
剛
山
人
と
棚
田

L
、
野
λ
に
し
て
耐
を
作
っ
た
。
伊
藤

紡
之
・大
探
務
輿
揮
す
と
同
時
の
人
。

h
F
テ
ベ
ヨ
リ
ハ
ル

建
部
報
春
辺
都
孫
四
郎
。

能
業
部
府
間
御
供
出
の
地
問
臓
で
あ
っ
た
。
元
弘
三

年
六
且
十
二
日
上
格
し
て
宮
方
に
回
し
た
こ
と
が
、

南
部
寺
文
明
白
に
見
え
る
。

主
テ
マ
チ
竪
町

金
仰
の
町
名
。
務
政
中
は
本

町
の

一
町
で
、
地
子
町
の叫
制
限
忠
則
に
刷
制
し
て
俗
に
木

町
川
町
と
も
呼
ん
だ
。
・
今
い
ふ
緊
川
・河
原
町
片
町
・

古
寺
町
の
地
は
往
時
都
べ
て
陀
川
の
河
原
で
あ
っ
た

錦
、
古
名
を
河
原
町
と
い
う
た
が
、
阿
川
ご
筋
の
流

そ
一
筋
と
し
た
降
、
共
に
町
地
と
し
、
そ
の

4
ち
阿

川
の
川
棚
に
添
う
て
較
に
利
い
た
川
が
際
河
原
町
で

あ
っ
た
。
こ
の
緊
河
原
町
が
緊
川
に
省
略
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
と
い
ふ
。

hm
テ

リ

立

皇

路
島
郡
大
野
木
の
内
の
小
字
。

hm
ナ
カ
回
中

石
川
総
巾
出
現
郷
に
臨
す
る
郡
古
川
。

見
文
十
年
の
村
御
印
に

m巾
陥
村
と
な
っ
て
ゐ
る
。

hm
ナ
カ
田
中

河
北
郡
鞍
且
庄
に
臨
す
る
部
滞
。

h
F
ナ
カ
田
中

期
羽
咋
郡
笛
木
院
に
印
す
る
部
務
o

h
F
ナ

ガ

イ

団
長

岡崎奈川棚
川
西
の
内
の
小
字
。

生
ナ
カ
イ
ツ
カ
ン
田
中
一
関

沼
抑
制
布
三
郎
。

諒
は
宗
得
、
一
閃
は
そ
の
蹴
で
あ
る
。
矢
宗
こ
は
隠

士
で
、
初
め
京
都
に
、
後
江
戸
に
厨
た
。
一
関
は
高

迩
滞
の
品
目
左
京
苑
忠
治
に
仕
へ
て
賠
た
が
、
鳥
居

民
が
討
を
稼
は
れ
た
岱
流
浪
し
て
江
戸
に
出
で
、
吉

川
悦
足
の
高
弟
と
な
っ
た
。
寛
文
六
年
五
且
保
科
正

之
の
推
胞
に
よ
っ

て
前
倒
綱
紀
に
仕
へ
、
十
人
扶
持

rA
十
闘
を
受
け
、
九
年
十
月
十
人
扶
持
を
増
し
、
貞

享
一
一
年
八
且
江
戸
の
掛
川
邸
に
於
い
て
初
め
て
侯
の
鉛

に
古
跡
程
前
代
怨
を
赫
じ
、
爾
後
恒
例
と
な
っ
た
。

沌
政
十
三
年
十
二
且
七
J
l
六
歳
で
授
。

h
F
ナ
カ
ウ
リ
田
中
瓜

石
川
湖
町
巾
村
径
の
鮒

瓜
を
い
ふ
。
延
従
六
年
七
月
十
村
か
ら
の
名
産
自
上

に
『
良
品
開
瓜
凹
中
村
』
と
あ
る
が
、
貸
料
十
三
年
の

調
態
に
は
、『
聞
巾
村
民
桑
瓜
。
但
此
認
桑
瓜
唯
今
作

不
巾
候
。
白
抽
.
瓜
ま
で
作
巾
候
。
』
と
あ
る
。
し
か
し

加
賀
古
跡
考
に
、
奨
泌
瓜
は
問
中
村・
徳
間
村
・村
訓

村
・北
安
凹
村
・平
木
村
等
を
袈
昧
と
す
ろ
と
あ
る
か

ら
、
文
化
の
頃
に
は
一
引
び
作
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

h
F
ナ
カ
カ
ヲ
ベ
エ
田
中
岡
山
兵
衛
正
保
三
年
石

川
端
寺
訟
の
石
川
町
と
い
ふ
防
よ
り
新
た
に
川
そ
制
上

げ
、
上
野
・牛
坂
・士
治
水
=
一
今
村
の
蹴
慨
に
供
す
る

用
水
路
そ
聞
い
た
o
m
M
兵
衛
は
一
出
入
で
あ
っ
た
と
い

‘A

。

階
、
部
は
泊
、
抽
出
は
球
外
。
湯
浅
抵
の
次
子
で
、
小

松
に
生
ま
れ
、
凶
巾
誠
抑
制
の
山
聞
と
な
っ
た
。
安
政
=
一

年
大
仮
に
上
。
、
緒
方
洪
陪
に
枕
い
て
附
刷
用
や
と
閉
山
田
型

合
間
ひ
、
建
に
m
盟
問
に
温
み
、
文
久
二
年
郎
郷
L
、

担
年
開
耐
の
沼
館
渡
御
丸
の
陸
相
仙止材料
U
L、
院
胞
元
年

八
月
間
山
内
吋
曲
目
聞
と
な
り
、社
特
例
似
の
蹴
烈
方
宇
一
品
川
ね
、

三
年
卯
医
山
益
住
所
の
聞
か
れ
た
後
、
総
及
び
綜
の

限
引
に
山
川
〈
す
所
名
〈
、
明
治
三
十
三
年
一
月
六
イ

凶
肢
か
」以
て
政
し
た
。

五
二
二

は
小
期
復
庖
の
子
で
、

m巾
式
如
養
ひ
て
子
と
し
た

も
の
。
字
は
附
齢
、
伺
府
又
は
的
撲
と
似
し
、
後
に

名
を
知
山
出
叉
は
定
期
と
改
め
た
。
能
〈
家
用
引
に
泊
じ
、

叉
和
的
五
脅
の
泌
拠
に
述

L
、
父
の
詰
作
中
‘織
ぎ
て

倭
制
的
拾
術
十
五
容
そ
拠
L
、
文
魁
滋
土
産

・
越
中
紀

行
が
あ
っ
て
、
行
文
断
る
妙
で
あ
る
。
朋
如
政
二
百

石
を
製
ぎ
、
役
銀
奉
行
を
総
て
御
近
刷
出
番
と
な
っ
た

が
、
後
非
行
あ
っ
て
、
明
和
四
年
六
且
什
七
日
御
預

と
な
り
、七
年
尻
且
十
六
日
越
巾
一
カ
館
山
に
枕
さ
れ
、

翻
府
中
凶

mre正
義
を
起
稿
し
た
が
、
米
だ
認
を
終
る

に
及
ば
ず
し
て
、
同
年
十
ご
月
三
日即
日
し
た
。
齢
六

十
一
。hm

ナ
カ
ノ
リ
斗
岸
田
中
式
知

泊
裕
史
説
太
、

部
は
式
如
又
は
式
昭
。
字
は
玉
之
又
は
子
断
。

鋭
は

恒
知
。
貨
は
徳
島
の
雌
士
提
読
元
取
の
子
。
江
戸
に

出
て
吉
川
惟
足
の
門
に

mぴ
、

一
閣
の
縫
子
と
な
っ

た
。
後
一
尽
に
続
き
、
ト
郎
衆
倣
に
結
い
て
哨
一

神
道

を

mT，ひ
、
点
平
二
年
前
川
綱
紀
に
行
へ
て
二
十
人
銑

持
を
受
け
、一苅品開
十
抗
年
八
且
新
知
二
百
石
と
な
白
、

十
六
年
四
月
金
却
に
修
白
、
平
保
十
九
年
七

H
十
日

夜
。
防
七
十
五
。
そ
の
お
に
恒
郎
防
鉱
・
新
畑
山
和
訓

M
m
・
立
言
説
委
・和
制川
小
鮮
明
智
が
あ
る
。

h
F
ナ
カ
ヒ
ヤ
ク
シ

捌
良
薬
師

以
来
郡
川
耐
に

在
っ
た
。
能
号
誌
に
、
『
川
西
村
に
棚
貝
の
幾
姉
と

て
、
音
は
大
伽
誌
の
寺
あ
り
し
と
ぞ
。
今
に
共
奇
跡

残
れ
り
。
』
と
あ
る
。

h
F
ナ
カ
Z
ユ
キ
田
中
錦
之

辺
都
兵
問
問
。
一
泊
悶

と
山
田
し
た
。
石
川
制
本
音
の
初
附
聞
の
家
に
生
ま
れ
、

初
め
京
に
上
っ
て
品
中
間
千
を
加
茂
季
聞
に
、
邸
術
を
新

宮
涼
庭
に
受
け
、
天
保
一
五
年
間
間
郷

L
、
六
年
金
柑
に

移
っ
て
前
聞
土
佐
守
直
時
に
仕
へ
た
が
、
税
制
附
し
て

退
け
ら
れ
た
が
俗
、
町
船
閑
聞
と
な
っ
て
凶
県
利
散
を

敬
授
し
た
。
後
刊
新
永
五
年
前
印
刷
H

壌
に
召
さ
れ
て
滞

hz
ナ
カ
セ
ン
メ
イ
田
中
泉
明

地

域
の
人
で
、

活
抑
制
問
助
、
山
両
を
悦
白
日
と
い
う
た
。

m
M
宇
佐
々
木
泉

玄
に
尽
び
、
背
虹
制
州
・
一草堂
・翠
釜
山
V
M
・
卯
訟
と
畑
町
し

た
。
附
年
鹿
島
出
久
江
に
寺
子
陸
守
山聞
き
、
附世
郎
回

生
ナ
カ
キ
エ
ウ
ザ
エ
モ
ン
田
中
久
左
衛
門

何
十
七
月

H
一
日
間
担
。

は
日
野
佐
渡
O

久
左
衛
門
は
氏
4
T
改
め
て
山
間
川
利回目

一

タ
ナ
カ
ダ
イ
ゲ
ン
田
中
大
玄

前
は
向
山
川
O

泊

に
仕
へ

、
合
力
と
し
て
百
三
十
石
そ
制
し
た
。
そ
の

一
抑
制
大
玄
、
実
艇
と
脱
し
た
。
開
聞
や
京
附
和
旧
東
郭
に

子
も
亦
久
左
衛
門
と
い
ひ
、
笹
山
町
制
綴
い
で
昨
に
壮

一
以
び
、
流
政
六
年
出
仰
の
老
悶
長
川
中
山
主
守
の
侍
殴
と
な

へ
る
。

一
・り
、
腿
前
川
治
術

・
列
附
容
の
病
有
診
し
た
。
文
政

八
年
九
月
間
問
、
手
年
六
十
。

生
ナ
カ
タ
ケ

ユ
キ
田
中
猛
之

辺
抑
制
外
街
。
山

村
氏
か
ら
出
で
、
お
永
二
年
間
中
間
刑
之
の
益
子
と
な

り
、
明
之
の
問
問
後
兵
仰
の
名
色
町
民
ダ
、
亦
約
問
と
鋭

し
た
。
安
政
元
年
人
持
組
今
川
昭
氏
の
俳
凶
と
な
り
、

四
年
三
且
明
倫
堂
の
附
間
十
内
用
に
加
り
、
次
い
で
閥

祭
講
師
代
理
に
市
み
、
明
治
以
降
泉
町
一
一
制
導

・
文
mmv

制
部
容
と
た
り
、
十
年
五
月
十
五
日
間
問
。
そ
の
泊
詠

は
錦
之
の
も
の
と
共
に
、
闘
の
一
如
に
枚
め
ら
れ
る
。

h
F
ナ
カ
チ
ョ
ウ
サ
イ
田
中
長
問
岡
大
山
山
寺
滞
士
。

前
山
利
誌
に
仕
へ
て
除
百
石

tv-受
け
た
。
元
文
二
年

利
説
卒
去
の
後
長
腕
川
は
致
仕
L
、
川
削
後
政
侠
の
抽
出
盛

に
日
露
L
、
延
平
二
年
正
月
の
終
に
来
る
ま
で
一
日

も
之
常
閥
〈
こ
と
が
な
か
っ
た
。

hm
ナ
カ
ト
モ
ユ
キ
田
中
朋
如

hm
ナ
カ
サ
ブ
ロ
エ
モ
ン
田
中
三
郎
右
衛

門

能

架
部
徳
俄
組
の
イ
村
役
で
、限
る
初
出
に
織
力
し
た
。

天
保
十
年
同
作
股
子
の
澗
削
世
相
関
う
た
町
、
木
剣
持
或

は
木
山
μ
泊
を
以
て
碩
除
に
従
郁
せ
し
め
、
犯
に
後
川

高
び
か
a
h

る
山
山
な
か
ら
し
め
る
お
に
、
地
川
及
び
岩

淵
の
雨
腕
に
虫
一
障
を
主
て
弘
之
キ
一
山
口
め
、
文
安
政
二

年
か
ら
文
久
三
年
の
聞
に
は
遊
泉
寺
銅
山
の
終
径
に

従
う
た
o

J
ム
シ
ヅ
カ
虫
採
0

・

h
F
ナ
カ
ジ
ユ
ウ
ザ
エ
号
ン
田
中
十
左
衛
門

大

器
寺
務
士
。
上
聞
苔
定
街
門
の
次
男
で
、
凶
中
川叫太

夫
の
愛
子
。
政
百
涜
十
石
。
伐
永
元
年
正
月
御
銘
次

略
行
と
な
り
、
自
永
六
年
間
役
大
列
佐
抗
布
術
門
と

共
に
前
間
利
直
の
命
脅
怒
じ
て
H
K
統
Uγ
建
築
止
符
中

4

虫干

し
、
古
宇
保
抗
年
十
一
月
間
目
し
た
。

タ
ナ
カ
シ
ン
ゴ
田
中
信
吾

活
相
桝
羽
抵
抗
郎

父

泊
冊
桝
平
一ポ
百
貨


